
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その基端が揺動自在に枢支され得るように構成された操作レバーと、
　該操作レバーの先端部に設けられ、ウェッブ部とフランジ部とを備えてなり、当該ウェ
ッブ部が所定方向に揺動可能に支持され、当該ウェッブ部の揺動に応じて前記フランジ部
が操作レバー上を摺動するように構成された第１操作手段と、
　該第１操作手段の移動量に比例した電圧を出力する電圧出力手段とを備え、
前記フランジ部は中央部から両端にかけて所定の角度

傾斜しており、前記操作レバーの表面はその傾斜に沿った形状をなしている、ジョイス
ティック装置。
【請求項２】
　前記電圧出力手段は、前記第１操作手段の移動に応じて変位する磁石と、該磁石の変位
に応じて変化する磁界の強度を検出するセンサとを有しており、該センサによって検出さ
れた磁界の強度の変化量に比例した電圧を出力するように構成されている請求項１に記載
のジョイスティック装置。
【請求項３】
　前記第１操作手段と連結され、前記操作レバーに軸支された回動軸を更に備え、該回動
軸に前記磁石が取り付けられており、前記第１操作手段の移動に応じて前記回動軸が回動
することにより前記磁石が変位し得るように構成されている請求項２に記載のジョイステ
ィック装置。
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【請求項４】
　前記第１操作手段を原位置に復帰させる付勢手段を更に備える請求項１乃至請求項３の
何れかに記載のジョイスティック装置。
【請求項５】
　前記電圧出力手段によって出力される電圧を増幅する内蔵式の増幅回路を更に備える請
求項１乃至請求項４の何れかに記載のジョイスティック装置。
【請求項６】
　前記電圧出力手段によって出力される電圧を調整する内蔵式の調整回路を更に備える請
求項１乃至請求項５の何れかに記載のジョイスティック装置。
【請求項７】
　前記第１操作手段から前記回動軸に向かう方向に前記磁石及び前記センサが配設されて
いる請求項３に記載のジョイスティック装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば油圧ショベル及びクレーン等の建設機械を操作する場合の操作装置とし
て用いられるジョイスティック装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
油圧ショベル及びクレーン等の建設機械が備える各種のアクチュエータ（油圧シリンダ、
モータ等）の動作を制御するために、ジョイスティック装置が従来から広く利用されてい
る。
【０００３】
図８は油圧ショベルの側面図であり、図９はその油圧ショベルの操作室の側面図である。
図８に示すとおり、油圧ショベルはバケット１０２、アーム１０３及びブーム１０４等を
備えている。油圧ショベルの操作者は、操作室の適宜の位置に備えられたジョイスティッ
ク装置２０１の操作レバー２０２を前後左右に傾動することによってアクチュエータの作
動の制御を行う。これにより、例えばバケット１０２の掘削／ダンプ、アーム１０３及び
ブーム１０４の上げ／下げ、並びに本体の旋回の左／右回転等の操作を行うことができる
。
【０００４】
また、ジョイスティック装置２０１のグリップ部表面には、一又は複数の操作ボタン２０
３が設けられている。操作者は、この操作ボタン２０３を押下することによって、ジョイ
スティック装置２０１に内蔵されたスイッチのオン／オフ操作を行うことができる。これ
により、例えばバケット１０２のアタッチメント（例えば、圧砕機及びグラップル等）用
のアクチュエータである油圧シリンダの伸縮、モータの左右回転等を制御することができ
る。
【０００５】
かかる操作ボタン２０３は、通常２個を１組として設けられており、これら２個の操作ボ
タン２０３の夫々に対して１個の前記スイッチが対応している。そして、それぞれの操作
ボタン２０３に係るスイッチのオン／オフ操作を交互に行うことにより、油圧シリンダの
伸／縮又はモータの左／右回転の切り替えを行う。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来のジョイスティック装置２０１は、前述した操作レバー２０２が傾動され
た場合、操作レバー２０２の操作量に比例した油圧信号又は電気信号を出力する機能を有
している。そのため、油圧シリンダの伸縮、モータの回転等を操作レバー２０２を傾動す
る角度と比例する速度で制御することができる等、高い操作性を得ることができる。その
結果、例えばバケット１０２の位置決め等の微妙な操作を容易に行うことが可能となる。
【０００７】
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一方、前述したようなアタッチメントの操作の場合、操作ボタン２０３の押下によるスイ
ッチのオン／オフ操作によって行われるため、これらのアタッチメント用のアクチュエー
タである油圧シリンダの伸縮又はモータの回転は一定の速度でしか制御することができな
かった。そのため、これらのアタッチメントの場合は、位置決め等の微妙な操作をするこ
とが困難であるという問題があった。
【０００８】
また、従来のジョイスティック装置２０１では、２個の操作ボタン２０３の配置とアタッ
チメントを変位させる方向とが対応していないために、操作性が良くない場合があった。
すなわち、例えば２個の操作ボタン２０３が上下一列に配されている場合において、これ
らの操作ボタン２０３を用いて左右方向に回転するようなアタッチメントを操作するとき
は、２個の操作ボタン２０３の配置（上下方向）とアタッチメントを変位させる方向（左
右方向）とが対応していないために、特に操作に不慣れな操作者にとっては操作する都度
その差異を意識しなければならない等の問題があった。
【０００９】
本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、操作レバーの先端部に比
例制御を可能とする操作手段を設けること又は操作対象を変位させる方向に応じて操作手
段の配置を変えることによって、従来に比して操作性を向上させることができるジョイス
ティック装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
前述した課題を解決するために、本発明に係るジョイスティック装置は、その基端が揺動
自在に枢支され得るように構成された操作レバーと、該操作レバーの先端部に設けられ、
所定方向に移動可能に支持された第１操作手段と、該第１操作手段の移動量に比例した電
圧を出力する電圧出力手段とを備えてなる。
【００１１】
本発明によれば、操作レバーの先端部に設けた第１操作手段を操作して移動させることに
よって、その第１操作手段の移動量に比例した電圧を出力することが可能になる。そのた
め、第１操作手段を操作することによって、例えば建設機械が備えるアクチュエータの比
例制御等を行うことができる。よって、例えば油圧ショベルが備えるバケットのアタッチ
メント用のアクチュエータの比例制御等が可能になり、従来に比して操作性を向上させる
ことができる。
【００１２】
上記発明において、前記電圧出力手段が、前記第１操作手段の移動に応じて変位する磁石
と、該磁石の変位に応じて変化する磁界の強度を検出するセンサとを有しており、該セン
サによって検出された磁界の強度の変化量に比例した電圧を出力する構成とすることも可
能である。このように、一般に普及している磁気センサを用いることによって、第１操作
手段の移動量に比例した電圧を出力することができる。この場合、磁気センサとしては、
例えば磁気抵抗素子又はホール素子等を用いることが可能である。
【００１３】
また、上記発明において、前記第１操作手段と連結され、前記操作レバーに軸支された回
動軸を更に備え、該回動軸に前記磁石を取り付け、前記第１操作手段の移動に応じて前記
回動軸が回動することにより前記磁石が変位し得る構成とすることも可能である。このよ
うに回動軸に磁石を取り付けることによって、コンパクトな構成とすることができる。
【００１４】
また、上記発明において、前記第１操作手段を原位置に復帰させる付勢手段を備える構成
とすることも可能である。これにより、操作者が第１操作手段を操作することによって該
第１操作手段が原位置から移動した場合であっても、容易に原位置に復帰させることがで
きる。そのため、操作性をより一層向上させることができる。
【００１５】
また、上記発明において、前記電圧出力手段によって出力される電圧を増幅する内蔵式の
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増幅回路を備える構成とすることも可能である。このように増幅回路を内蔵することによ
り、例えば電圧出力手段による出力が微小な場合であっても、実用的な大きさに増幅させ
ることができる。
【００１６】
また、上記発明において、前記電圧出力手段によって出力される電圧を調整する内蔵式の
調整回路を備える構成とすることも可能である。このように調整回路を内蔵することによ
り、例えば第１操作手段の中立位置と出力される電圧の中立位置との間にズレがあるよう
な場合であっても、そのズレを解消するような補正を容易に行うことができる。
【００１７】
また、本発明に係るジョイスティック装置は、その基端が揺動自在に枢支され得るように
構成された操作レバーと、前記操作レバーの先端部に設けられ、所定方向に移動可能に支
持された第１操作手段と、前記第１操作手段と前記操作レバーとの間に介在され、前記操
作レバーに着脱自在に設けられた操作パネルとを備えており、該操作パネルを前記第１操
作手段と共に回転させて固定し得るように構成されている。
【００１８】
本発明によれば、操作パネルを回転させることによって第１操作手段も同じく回転するこ
とになるため、第１操作手段の移動方向を変更することができる。したがって、操作対象
を変位させる方向に応じて第１操作手段の移動方向を調節することが可能となる。すなわ
ち、例えば操作対象を左右に回転させるために用いられるアクチュエータであるモータの
回転を制御するときは、第１操作手段の移動方向を左右方向とする。一方、操作対象を上
下方向に移動させるために用いられるアクチュエータである油圧シリンダの伸縮を制御す
るときは、第１操作手段の移動方向を上下方向とする。
【００１９】
また、同様に操作パネルを回転させることによって第１操作手段の位置を変更することも
できる。したがって、操作対象を変位させる方向に応じて第１操作手段の配置を調節する
ことも可能となる。すなわち、例えば２個の第１操作手段を交互に押下することによって
、操作対象を左右に回転させるために用いられるアクチュエータであるモータの回転を制
御するような場合では、それらの２個の第１操作手段が左右一列に配されるように調節す
る。一方、操作対象を上下方向に移動させるために用いられるアクチュエータである油圧
シリンダの伸縮を制御するような場合では、２個の第１操作手段が上下一列に配されるよ
うに調節する。
【００２０】
このように、操作対象を変位させる方向と第１操作手段の移動方向又は配置とを対応付け
ることによって、直感的に分かり易い操作が可能となる。その結果、操作性を著しく向上
させることができる。
【００２１】
また、上記発明において、前記操作レバーは中空体であり、前記操作パネルが嵌合可能な
形状をなした開口部を有しており、該開口部に前記操作パネルを嵌合させて固定する構成
とすることも可能である。これにより、操作パネルを確実に固定することができる。
【００２２】
また、上記発明において、前記操作レバー側の嵌合部には凹部又は凸部が、前記操作パネ
ル側の嵌合部には前記凹部又は凸部と係合可能な凸部又は凹部が夫々設けられており、係
合に係る凹部と凸部との組み合わせを変更することによって前記操作パネルを所定の角度
回転させて固定する構成とすることも可能である。これにより、第１操作手段の移動方向
又は配置を容易に調節することができる。
【００２３】
また、上記発明において、前記操作レバーに進退自在に支持された第２操作手段と、該第
２操作手段が進退されることにより作動してオン／オフされ、前記第２操作手段に固着さ
れたスイッチとを備え、該スイッチの作動部を、前記操作パネルの回転中心線上に配する
構成とすることも可能である。このように構成することにより、操作パネルを回転させた
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としても、スイッチの作動部の位置は変わらないことになる。そのため、第１操作手段の
移動方向を変更する等のために操作パネルを回転させた場合であっても、前記スイッチの
オン／オフ操作に用いられる第２操作手段を付け替える等の対処は不要となる。
【００２４】
さらに、上記発明において、前記第１操作手段の移動量に比例した電圧を出力する電圧出
力手段を備える構成とすることも可能である。これにより、第１操作手段の移動量に比例
した電圧を出力することが可能になる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら説明する。
【００２６】
本発明のジョイスティック装置は、例えば油圧ショベル及びクレーン等の建設機械の操作
装置として用いられるものである。このジョイスティック装置は、建設機械の操作室内に
備えられており、操作者が操作席に着席したときに操作者と対面するように配設されてい
る。なお、本発明のジョイスティック装置は、建設機械の操作装置以外にも、例えばコン
ピュータゲーム機等の操作装置として用いることも可能である。
【００２７】
図１は、本発明のジョイスティック装置の構成を示す斜視図であり、図２はそのケーシン
グの一部を破断して示す正面図である。図１及び図２に示すとおり、ジョイスティック装
置１は、基台（図示せず）にその基端１ａが枢支された操作レバー２を備えている。操作
レバー２は中空体であり、左右に２分割されるケーシング２ａ，２ｂにより構成されてい
る。ケーシング２ａの適宜の箇所には左右方向に貫通するネジ孔１４が形成されてている
。また、ケーシング２ｂには、前記ネジ孔と対応する位置に雌ネジが形成されている。そ
して、図２の破断部分が示すように、ケーシング２ａに形成されたネジ孔１４を介し、ケ
ーシング２ｂに形成された雌ネジに雄ネジ１５を螺合することによりケーシング２ａと２
ｂとが締結される。
【００２８】
操作者は、右手（又は左手）の親指が操作レバー２の先端部の正面側に、またその手の他
の指が操作レバー２の中央部の背面側に夫々位置するように操作レバー２を把持する。こ
のように操作者の手の親指が位置する操作レバー２の先端部の正面側には、正方形状の開
口部１８が形成されており、該開口部１８には操作パネル３が嵌合されている。操作パネ
ル３には、該操作パネル３上を一方向にスライド可能に略長方形状をなしたスライドスイ
ッチ３ａが支持されている。操作者は、操作レバー２を把持している手の親指でスライド
スイッチ３ａの長手方向にスライドさせることによりスライドスイッチ３ａを操作する。
なお、図１及び図２ではスライドスイッチ３ａは上下方向にスライド可能となっているが
、後述するように、上下方向以外の方向にスライド可能とすることもできる。また、操作
パネル３には、該操作パネル３に対して進退自在に２個の円形状の操作ボタン３ｂ，３ｂ
が支持されている。操作者は、同じく親指等で押下することにより操作ボタン３ｂ，３ｂ
を操作する。
【００２９】
一方、操作レバー２の中央部の背面側、すなわち操作パネル３が嵌合されている側とは反
対側には、操作レバー２に対して進退自在に操作ボタン４が支持されている。操作者は、
操作レバー２を把持している手の人指し指等で押下することにより操作ボタン４を操作す
る。
【００３０】
図３は、図２に示す III－ III線における断面図である。図３に示すとおり、スライドスイ
ッチ３ａは III－ III線断面視で略Ｔ字状をなしており、操作者のスライド操作によって、
そのフランジ部３ａｆの底面は操作パネル３の表面上をスライドスイッチ３ａの長手方向
に摺動する。フランジ部３ａｆは、中央部から両端にかけて所定の角度下方へ傾斜してお
り、操作パネル３の表面はこの傾斜に沿って内部に窪んだ形状をなしている。
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【００３１】
スライドスイッチ３ａのウェッブ部３ａｗを貫通するように穿設された孔には小ネジ５が
挿通されている。この小ネジ５の上部はウェッブ部３ａｗ内に固設されており、その下端
は操作パネル３の下部に軸支された（図４参照）軸１６の上面に接続されている。これに
より、操作者によってスライドスイッチ３ａが長手方向にスライド操作された場合、スラ
イドスイッチ３ａのウェッブ部３ａｗは軸１６を支点として、その長手方向と同一の方向
に揺動することになる。
【００３２】
また、スライドスイッチ３ａのウェッブ部３ａｗには、上方向及び下方向からピストン部
材７，７が当接されている。ピストン部材７，７は、操作パネル３を下方から覆うフレー
ム１７に取り付けられたスプリング８，８により、ウェッブ部３ａｗに向けて付勢されて
いる。これにより、操作者のスライド操作によってスライドスイッチ３ａが原位置である
中立位置から移動した場合であって、その操作が解除されたとき、スライドスイッチ３ａ
はピストン部材７，７によって上下両方向から押圧されて中立位置に復帰する。
【００３３】
操作パネル３の内部には、非接触式のポテンショメータ６が設けられている。このポテン
ショメータ６は、軸１６の下面に埋設された磁石６ａと、直列に接続された一対の磁気抵
抗素子からなる磁気センサ６ｂとから構成される。この磁気センサ６ｂは、軸１６と所定
距離離されてフレーム１７の適宜の位置に取り付けられている。操作者によってスライド
スイッチ３ａがスライド操作された場合、スライドスイッチ３ａのウェッブ部３ａｗが揺
動し、その揺動に伴って軸１６が回動して磁石６ａが変位する。そして、その磁石６ａの
変位に応じて磁界の強度が変化し、その結果磁気センサ６ｂを構成する磁気抵抗素子の抵
抗値が変化する。磁気センサ６ｂの一端に電圧を印加して他端を接地すると、一対の磁気
抵抗素子の接続点から磁石６ａの変位に比例した電圧が出力される。これにより、スライ
ドスイッチ３ａの移動量に比例した電圧を出力することができる。
【００３４】
このように、軸１６に磁石６ａを取り付ける構成とすることによって、コンパクトなポテ
ンショメータ６を実現することができる。したがって、ポテンショメータ６を操作レバー
２の内部に設けたとしても、ジョイスティック装置１の大きさが従来の場合に比して特段
大きくなるようなことはない。
【００３５】
また、かかるポテンショメータ６は非接触式であるため、接触式の場合に比して耐久性に
優れており、しかもノイズに強いという利点をも有している。
【００３６】
なお、本実施の形態では磁気センサ６ｂは一対の磁気抵抗素子により構成されているが、
この磁気抵抗素子の代わりに、例えばホール素子等を用いてもよい。また、磁気センサで
はなく、ＰＳＤ（ Position Sensitive Light Detector:半導体位置検出素子）を用いるよ
うな構成であってもよい。このようにＰＳＤを用いる場合も、非接触で軸１６の回動角度
を検出し、これに応じた電圧を出力することが可能である。
【００３７】
また、操作レバー２内の中央部には、コントローラ９が取り付けられている。コントロー
ラ９は、後述するようにして、ポテンショメータ６から出力される電圧の増幅及び調整等
を行う。
【００３８】
図４は図２に示す IV－ IV線における断面図であり、図５は同じくＶ－Ｖ線における断面図
である。図４及び図５に示すように、操作パネル３にはスイッチ１２，１２及びスイッチ
１３が固着されている。スイッチ１２，１２は、前述した操作ボタン３ｂ，３ｂが押下さ
れた場合に作動部１２ａ，１２ａが作動し、オン／オフされるように夫々配設されている
。一方、スイッチ１３は前述した操作ボタン４が押下された場合に作動部１３ａが作動し
、オン／オフされるように配設されている。さらに、かかる作動部１３ａは、後述するよ
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うにして操作パネル３が回転された場合の回転中心線（図５に示す一点鎖線）上に配され
ている。そのため、操作パネル３が回転された場合であっても、作動部１３ａの位置は変
わらないことになる。
【００３９】
図６は、前述したコントローラ９の構成を示すブロック図である。図６に示すように、コ
ントローラ９は増幅回路９ａ及びトリマ９ｂにより構成される。増幅回路９ａは、ポテン
ショメータ６から出力される電圧を増幅し、トリマ９ｂは増幅回路９ａによって増幅され
た電圧のバイアス調整及びゲイン調整を実行する。このように増幅回路９ａを備えること
により、磁気センサ６ｂからの出力が微小な場合であっても、実用的な大きさに増幅する
ことができる。また、トリマ９ｂを備えることにより、例えばスライドスイッチ３ａが中
立位置にあるときに電源から供給される電圧の半分の電圧を出力するような調整等を容易
に行うことができる。
【００４０】
これらの増幅回路９ａ及びトリマ９ｂから構成されるコントローラ９は、前述したように
操作レバー２の内部に設けられている。したがって、このような増幅回路及びトリマを操
作レバーの外部に設けるような場合に比し、取り扱いが容易となる。
【００４１】
図７は、スライドスイッチ３ａの移動方向及び操作ボタン３ｂ，３ｂの配置が変更可能で
あることを説明するための図３に示す VII－ VII線矢視図である。図７に示すように、正方
形状の操作パネル３の各辺には、凸部１０が外方へ向けて夫々設けられている。また、ケ
ーシング２ａ，２ｂには、これらの凸部１０と係合可能な形状をなした凹部１１が夫々設
けられている。そして、これらの凸部１０と凹部１１とが互いに係合するようにケーシン
グ２ａ，２ｂを前述したとおりに締結することによって、操作レバー２に操作パネル３が
取り付けられる。
【００４２】
スライドスイッチ３ａの移動方向及び操作ボタン３ｂ，３ｂの配置の変更は次のようにし
て行うことができる。まずケーシング２ａと２ｂとを分離し、凸部１０と凹部１１との係
合状態を解除する。そして、操作パネル３を９０°又は１８０°回転させた後に再度凸部
１０と凹部１１とを係合させ、ケーシング２ａ，２ｂを締結することによって操作パネル
３を固定する。操作パネル３と共にスライドスイッチ３ａも回転するため、スライドスイ
ッチ３ａの移動方向及び操作ボタン３ｂ，３ｂの配置が変わることになる。
【００４３】
図７（ａ）に示す場合、上下方向にスライド可能なスライドスイッチ３ａがジョイスティ
ック装置１の正面に向かって右側に、上下一列に配された操作ボタン３ｂ，３ｂが同じく
左側に夫々位置している。ここで矢符方向に操作パネル３を９０°回転させて固定するこ
とによって、図７（ｂ）に示すように、スライドスイッチ３ａは左右方向にスライド可能
となり、操作ボタン３ｂ，３ｂは左右一列に配されることになる。
【００４４】
また、同様にして矢符方向に操作パネル３を９０°回転させて固定することによって、図
７（ｃ）又は（ｄ）に示すような状態で操作パネル３を取り付けることも可能である。す
なわち、操作者の好みによって４種類の異なる状態で操作パネル３を操作レバー２に取り
付けることができる。
【００４５】
これにより、例えばグラップル等を左右に回転させるために用いられるアクチュエータで
あるモータの回転の制御を、スライドスイッチ３ａ（操作ボタン３ｂ，３ｂ）を用いて行
う場合、スライドスイッチ３ａが左右方向にスライド可能となるように（操作ボタン３ｂ
，３ｂが左右一列に配されるように）操作パネル３を回転させて固定する（図７（ｂ），
（ｄ））。一方、例えば圧砕機等を上下方向に移動させるために用いられるアクチュエー
タである油圧シリンダの伸縮の制御を、スライドスイッチ３ａ（操作ボタン３ｂ，３ｂ）
を用いて行う場合は、スライドスイッチ３ａが上下方向にスライド可能となるように（操
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作ボタン３ｂ，３ｂが上下一列に配されるように）操作パネル３を回転させて固定する（
図７（ａ），（ｃ））。その結果、操作対象であるグラップル又は圧砕機等を変位させる
方向とスライドスイッチ３ａの移動方向（操作ボタン３ｂ，３ｂの配置）とが対応付けら
れる。よって直感的に分かり易い操作が可能となり、操作性を著しく向上させることがで
きる。
【００４６】
なお、本実施の形態では操作パネル３は９０°毎に回転させて固定することができるが、
操作パネル３の形状並びに凸部１０及び凹部１１の数を変更することによって、９０°と
は異なる角度回転させて固定することができることは勿論である。例えば、操作パネル３
を円形状とし、凸部１０及び凹部１１の数を可及的に多くすることによって、操作パネル
３を任意の角度回転させて固定するような構成とすることも可能である。
【００４７】
また、前述したように、スイッチ１３の作動部１３ｂは、操作パネル３が回転するときの
回転中心線上に配されている。したがって、操作パネル３が図７（ａ）乃至（ｄ）に示す
何れの状態においても、作動部１３ａの位置は変化しない。したがって、操作パネル３を
回転させた場合であっても、操作ボタン４の位置を変更することなく操作ボタン４を活用
することができる。
【００４８】
【発明の効果】
以上詳述したように、操作レバーの先端部に設けたスライドスイッチを操作して移動させ
た場合に、その移動量に比例した電圧を出力するような構成とすることによって、従来に
比してより多くの数のアクチュエータの比例制御等が可能となる。これにより、例えば油
圧ショベルが備えるバケットのアタッチメント用のアクチュエータの比例制御等が可能に
なり、操作性を格段に向上させることができる。
【００４９】
また、操作パネルを回転させて操作レバーに取り付けることによって操作ボタンの配置を
変更することができるので、操作対象を変位させる方向に応じて操作ボタンの配置を調節
することが可能となる。そのため、操作対象を変位させる方向と操作ボタンの配置とを対
応付けることができ、直感的に分かり易い操作を実現することができる
さらに、操作パネルを回転させて操作レバーに取り付けることによってスライドスイッチ
の移動方向を変更することができるので、操作対象を変位させる方向に応じてスライドス
イッチの移動方向を調節することが可能となる。そのため、操作対象を変位させる方向と
スライドスイッチの移動方向とを一致させ、直感的に分かり易い操作を実現することがで
きる等、本発明は優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のジョイスティック装置の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明のジョイスティック装置の構成を示す正面図である。
【図３】図２の III－ III線における断面図である。
【図４】図２の VI－ VI線における断面図である。
【図５】図２のＶ－Ｖ線における断面図である。
【図６】本発明のジョイスティック装置が備えるコントローラの構成を示すブロック図で
ある。
【図７】本発明のジョイスティック装置が備える操作パネルを回転させて取り付けること
が可能であることを説明するための図３に示す VII－ VII線矢視図である。
【図８】油圧ショベルの側面図である。
【図９】油圧ショベルの操作室の側面図である。
【符号の説明】
１　　ジョイスティック装置
１ａ　基端
２　　操作レバー
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２ａ，２ｂ　ケーシング
３　　操作パネル
３ａ　スライドスイッチ
３ｂ　操作ボタン
４　　操作ボタン
６　　ポテンショメータ
６ａ　磁石
６ｂ　磁気センサ
７　　ピストン部材
８　　スプリング
９　　コントローラ
９ａ　増幅回路
９ｂ　トリマ
１０　凸部
１１　凹部
１３　スイッチ
１３ａ　作動部
１６　　軸
１７　フレーム
１８　開口部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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